
 

 

令 和 ７ 年 度 

社会福祉法人 室戸市社会福祉協議会 事業報告書 

 

本会は大規模災害時にはボランティアセンターの立ち上げや運営を行うこととなっているため、これ

まで以上に防災への取り組みの強化策として、地域や職場の人たちと協力して災害への備えや防災訓練

1を進めるためのリーダーとして、昨年度に引き続き、防災士 名の養成や防災対策等への研修参加を行

いました。 

令和７年４月には室戸市と当会の間に、「災害ボランティアセンターの設置・運営に関する協定書」

を、１２月には安芸郡市社協の連絡組織である安芸広域社会福祉協議会で「安芸広域社会福祉協議会 

災害時相互支援協定」を締結しました。 

地域共生社会の実現に向けての取り組みとしては本年度も室戸市ネットワーク会議を１回開催し、市

内の関係機関や専門職が、各種制度や要支援者の情報共有の重要性を理解し、協力関係を構築するなど

要支援者に対して迅速かつ適正な見守りや支援が行える体制の強化を図りました。 

また、地域包括支援センターにおいては、地域ケア会議を１１回・地域ケア推進会議を１回開催し、関

係機関等が個別ケースの検討を行う中で、個々の問題ではなく地域全体の課題として捉え、解決に向け

た取組を行いました。 

一方、デイサービスセンターにおいては、利用者の減少や物価高騰等の影響により経営状況はさらに

厳しい状況となりました。 

各種の事業については、多様化する住民ニーズに対応できるよう、行政や関係機関・団体等との連携

と協力を得るとともに、研修会へ参加するなど職員の資質向上を図りながら各事業の推進に取り組みま

した。 

 

１．社協の基盤づくり（法人運営事業）の推進 

  １）理事会・評議員会・監査会の開催状況 

第１回理事会  令和７年６月 ６日（金） 理事８名、監事２名 

第１回評議員会 令和７年６月２３日（月） 評議員１０名 会長・副会長２名、監事２名 

議 題 

⑴社会福祉法人室戸市社会福祉協議会職員給与規則の一部改正（案）について 

⑵室戸市デイサービスセンターに勤務する介護職員等の処遇改善に関する規程の全部改正（案）

について 

⑶介護職員等特定処遇改善加算に関する規程を廃止する規程（案）について 

⑷令和６年度社会福祉法人室戸市社会福祉協議会事業報告及び収支決算について 

⑸令和７年度社会福祉法人室戸市社会福祉協議会第１回補正予算（案）について 

⑹社会福祉法人室戸市社会福祉協議会評議員の推薦について 

⑺社会福祉法人室戸市社会福祉協議会理事及び監事の推薦について 

⑻社会福祉法人室戸市社会福祉協議会事務局長の選任について 

⑼社会福祉法人室戸市社会福祉協議会評議員選任・解任委員会委員の選任について 

 

第２回理事会  令和７年 ６月２３日（月） 理事６名、監事２名 

議 題 

⑴社会福祉法人室戸市社会福祉協議会会長及び副会長の選任について 

 

第３回理事会  令和７年１２月１２日（金） 理事１０名、監事２名 

第２回評議員会 令和７年１２月２４日（水） 評議員１０名 会長・副会長２名、監事１名 

議 題 

⑴社会福祉法人室戸市社会福祉協議会 給与規則の一部改正（案）について 

⑵社会福祉法人室戸市社会福祉協議会 非正規職員就業規則の一部改正（案）について 

⑶社会福祉法人室戸市社会福祉協議会 育児・介護休業等に関する規程の一部改正（案）につ

いて 

 ⑷令和７年度 社会福祉法人 室戸市社会福祉協議会 第２回補正予算（案）について 



 

 

第４回理事会  令和８年 ３月 ２日（月） 理事８名、監事１名 

第３回評議員会 令和８年 ３月２３日（月） 評議員１１名、会長、副会長３名、監事２名 

議 題 

⑴令和７年度 社会福祉法人室戸市社会福祉協議会 第３回補正予算（案）について 

⑵令和８年度 社会福祉法人室戸市社会福祉協議会 事業計画（案）及び当初予算（案）につ

いて 

⑶社会福祉法人室戸市社会福祉協議会 評議員の推薦について 

⑷役員等賠償補償保険契約について 

 

監査会  令和７年 ５月１４日（水）・１５日（木） 

令和６年度事業及び会計監査  監事２名 

 

２．事務局体制の充実  

⑴事務効率向上の推進  

・研修会、諸会議参加による資質向上の推進  

用務 開始 地域 人数 

安芸福祉保健所管内薬物乱用防止推進員研修会・定期総会 5/19 安田町 1名 

令和７年度第１回安芸多圏域精神障害者アウトリーチ推

進事業運営会議 

5/27,9/12,2/6 安芸市 4名 

安芸広域社協幹事会 6/25,7/23,9/3, 

11/28, 2/13 

奈半利町

等 

2名 

家計改善支援員ミーティング 6/25、1/8 安芸市 2名 

令和７年度高知県権利擁護支援ネットワーク 

 第１回安芸ブロック協議会 

7/1 安芸市 2名 

高知県都市社会福祉協議会会長連絡協議会定例会 7/4 南国市 2名 

第２２回四国地域福祉実践セミナー in 高知・黒潮 7/12-13 黒潮町 2名 

社会福祉会計簿記講座 7/16 高知市 2名 

安芸広域社会福祉協議会総会役員研修会参加 7/18 安芸市 2名 

社会福祉主事資格認定集合研修 7/26-29 神奈川県 1名 

Ｒ７年度生活保護受給者等就労自立促進事業協議会 7/30 安芸市 2名 

包括的な支援体制の整備に係る重層的支援体制整備事業

導入研修 

8/1 高知市 2名 

自殺対策人材養成研修ワークショップ 8/5 高知市 1名 

福祉教育、ボランティア学習基礎研修 8/6 高知市 2名 

令和７年度防災士養成研修 8/8,9/1,9/16 高知市 1名 

社協職員ベーシック研修 8/12 高知市 1名 

社会福祉会計簿記講座(3級) 8/19-20 高知市 1名 

令和７年度生活困窮者自立支援事業 8/21 高知市 2名 

令和７年度 高知県権利擁護支援ネットワーク 

 ブロック協議会 

8/25 安芸市 3名 

令和７年度生活福祉資金貸付事業説明会 8/29 安芸市 3名 

主任介護支援専門員更新研修 9/6,10/17-18, 

11/1 

高知市 1名 

安芸広域身体障害者連盟総会 9/9 北川村 1名 

日本高齢者虐待防止学会 高知大会 9/13 高知市 1名 

災害時の被災者支援セミナー 9/18 高知市 1名 

令和７年度 第１回 社協法人後見ネットワーク会議 9/30 土佐市 2名 

令和７年度 相談支援事業に関する研修会 10/2 安芸市 3名 

権利擁護研修 10/6 高知市 1名 



 

 

高知県身体障害者運動会東部地区大会 10/7 安田町 2名 

局長・次長部会研修 10/8 高知市 1名 

生活困窮者自立支援事業 困難事例検討研修 10/9 高知市 1名 

令和７年度防災士養成研修（普通救命講習Ⅰ） 10/10 高知市 1名 

市社協会長等意見交換会 10/15 高知市 2名 

生活困窮者自立支援事業担当者会議（東部ブロック） 10/30 奈半利町 2名 

日常生活自立支援事業 専門員連絡会 11/5 土佐市 3名 

「介護技術」実技 11/14 高知市 1名 

権利擁護支援ネットワーク安芸ブロック会 11/17 安芸市 1名 

高知県社会福祉大会 11/19 高知市 2名 

安芸広域社協役職員研修会 11/21 高知市 2名 

就労支援員・就労準備支援事業支援員初任者研修 11/25-27 大阪市 1名 

高齢者疑似体験インストラクター養成講座 11/27 高知市 2名 

令和７年度中山間地域における訪問看護推進検討 

ブロック会議 

11/28 安芸市 1名 

高知県多職種協働によるケアマネジメント実践研修会 11/30 高知市 4名 

令和７年度第３回安芸福祉保健所管内相談支援事業所連

絡会 

12/11 安芸市 3名 

安芸広域社協臨時総会 12/22 奈半利町 2名 

2025年度「災害ボランティアセンター中核スタッフ研修」 12/24 高知市 2名 

初期行動計画・事業継続計画見直し研修 12/25 高知市 1名 

令和７年度生活困窮者自立相談支援機関協議会 

東部ブロック会及び連携推進協議会 

1/15 奈半利町 1名 

介護支援専門員実務者研修（ファシリテーター） 1/16-18,3/15 高知市 1名 

社協事務局長等セミナー参加 1/26 高知市 1名 

令和７年度安芸圏域地域包括ケア推進協議体（ケアカフェ） 2/3 田野町 4名 

令和７年度包括的相談支援対応力向上研修 2/3 高知市 3名 

令和７年度福祉教育・ボランティア学習セミナー 2/5 高知市 2名 

社会福祉法人決算実務研修会 2/12 高知市 1名 

令和７年度第４回安芸福祉保健所管内相談支援事業所連

絡会 

2/12 芸西村 3名 

第２回フレイル予防に関する研修会 2/13 高知市 2名 

ふくし就職フェア 2/14 高知市 2名 

令和７年度 生活困窮者自立支援事業第２回テーマ別研修 2/16 高知市 2名 

令和７年度地域福祉活動交流会 2/25 高知市 2名 

第２回 地域福祉部会 2/26 高知市 1名 

令和７年度第３回ここから東部地域ネットワーク会議」

（自殺予防ネットワーク会議） 

2/27 安芸市 2名 

令和７年度高知県内災害ボランテイアセンター 

所長予定者研修 

3/3-4 高知市 1名 

いつまでも「自分らしく」を支える研修会 3/9 香南市 4名 

⑵関係機関・団体との連携協調 

・関係機関・団体の事務局の設置と運営、活動への協力 

・関係機関・団体との相互の事業や活動の実施協力 

室戸市民生委員児童委員協議会・地区定例会及び定期・臨時総会・部会活動 

室戸市老人クラブ連合会・室戸市共同募金委員会・日赤室戸市地区  

⑶法律相談事業への協力  

・ひまわり基金 （社協だよりに掲載)  



 

 

⑷福祉基金及び会員・会費制度の理解促進  

・「社協だより」による福祉基金への理解と呼びかけ  

・寄付金及び会員加入・会費による自主財源確保の促進  

⑸広報活動の充実  

・「社協だより」の内容充実と毎月発行の実施 （カラー印刷） 

・ 関係団体の福祉活動の紹介と理解の促進  

・ホームページの充実 

⑹法外援護の推進  

・食糧支援・行路者の援護等      5月連休時・年末年始対応（準備対応） 

・年間対応数  食糧 7世帯  中古家電 3件 

⑺行政との連携強化  

・行政の諸会議への参加協力  

室戸市人権尊重の社会づくり協議会        7/28、2/19 

地域公共交通会議               6/25、12/1、2/24、3/18 

社会を明るくする運動推進委員会                7/3 

市民表彰審査会                 11/27 

地域福祉計画推進委員会            3/24 

室戸市防災会議                3/17 

 

３．訪問入浴サービス事業の推進 

入浴介助ヘルパーが令和元年８月に退職後、介護職員の確保ができずサービス提供を休止している。 

 

４．配食サービス事業の推進 

⑴在宅での食事づくりが困難な要援護高齢者に対する配食サービス（最大毎週３回月～金曜日） 

⑵食事づくり作業の負担軽減と食事の確保・健康維持の推進及び安否確認 

⑶弁当の民間専門業者１社への委託と関係機関との連携 

⑷実施状況 

     4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合 計 

日 数 22 22 21 23 21 22 23 20 20 20 20 22 256日 

実人数 118 123 125 123 125 126 121 124 118 119 117 119 1,458 人 

個 
数 

弁 当 340 356 334 409 358 389 427 373 353 332 333 368 4,372 食 

おかず 813 832 792 875 849 850 875 790 754 761 771 868 9,830 食 

合 計 1,153 1,188 1,126 1,284 1,207 1,239 1,302 1,163 1,107 1,093 1,104 1,236 14,202食 

・前年度に比べて延べ対象者は 217名増、配食数は、4,915食増となっている。 

R6 延べ対象者数 1,241人、配食数は 9,287食 

 

５．日常生活自立支援事業の推進 

高齢者や障害者の方などが、福祉サービスの利用や金銭管理など日常生活に必要なことについて、

自分ひとりで判断する事が難しくなり困っている場合に、安心して日常生活が送れるように、専門

職員や支援員がお手伝いする事業です。 

  平成２４年度から、高知県社会福祉協議会の委託事業として実施しています。利用者は年度中

の新規契約や解約を経て、現在 47名（令和 8年 3月 31日現在）の方が利用されております。 

  ⑴利用者の推移                               （単位：人） 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

 契約者数 0 2 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 6 

 解約者数 2 0 0 1 2 1 0 1 0 0 1 0 8 

 利用者数 47 49 49 49 47 47 47 46 46 47 46 47 47 

     ・前年度に比べて利用者数は 2人減となっている。 



 

 

６.生活困窮者自立支援事業の推進 

これまで十分ではなかった、生活保護受給者以外の生活困窮者（単純な経済困窮のみならず、多重   

債務やうつ病、対人不安、地域とのつながりが原因で生活に困っている方）に対する支援を拡充する

もので、平成 27年 4月からは、全国に相談窓口が設置されています。また、生活保護の受給が必要な

方に対しては、適切に生活保護制度につなげるとともに、生活保護から脱却した後の生活への支援も

行います。 

平成２６年度から、室戸市から①自立相談支援事業、②就労準備支援事業、③家計改善支援事業を

受託しており、生活困窮者の支援を行っています。 

本年度の事業実施状況は以下のとおりです。 

【自立相談支援事業への新規相談者】R7.4.1～R8.3.31                （単位：人） 

 4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 

合

計 

 

 

年 

 

 

齢 

10代 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

20代 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 

30代 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 

40代 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 2 5 

50代 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

60代 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 

70代以上 2 1 0 3 0 1 0 0 2 1 1 1 12 

不明 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 3 6 

合計 4 2 1 5 0 2 1 0 3 3 2 6 29 

・前年度に比べて新規相談者数は 2人増となっている。 

 

【各事業の利用者数】                   （単位：人） 

事 業 名 年 度 継続中 終結 合計 

自立相談支援事業 
新規 4 0 4 

前年度継続 3 5 8 

家計改善支援事業 
新規 1 0 1 

前年度継続 1 5 6 

就労準備支援事業 
新規 0 0 0 

前年度継続 0 0 0 

住居確保給付金 
新規 0 0 0 

前年度継続 0 0 0 

 

【支援調整会議】7回開催（4月、5月、6月、8月、10月、12月、2月）（単位：件） 

 内  容 4月 5月 6月 8月 10月 12月 2月 合計 

プ

ラ

ン 

家計改善支援事業 3 0 1 1 1 1 0 7 

就労支援 0 3 0 3 2 0 3 11 

評

価 

終結 1 0 2 1 0 1 0 5 

再プランして継続 3 0 1 3 3 1 3 14 

 

 

 

 

 



 

 

７．障害者（児）相談支援事業 

相談支援専門員が障害のある方やその家族からの相談を受け、様々な情報の提供や助言、及び福祉

サービスを受けるための手続き等をお手伝いします。 

・基本相談 

窓口による相談や家庭訪問による相談を行い、様々な情報の提供や助言を行います。 

・特定相談 

福祉サービス等を利用する場合にサービス等利用計画を作成し、定期的に評価と見直しを行います。 

・障害児相談支援 

障害児の通所サービス等支援利用計画を作成し、定期的に評価と見直しを行います。 

                ※介護給付と訓練等給付で重複あり(令和 8年 3月 31日現在) 

特定相談 契約者数 49 

障害者 

障害児相談 契約者数 27 

障害児 

介護給付 

(在宅サービス

等) 

訓練等給付 

(就労継続支援

等) 

施設入所 
児童発達 

支援 

放課後等 

デイサービス 

短 期 入

所 

25 24 9 25 2 0 

 

８．生活福祉運動推進事業（生活福祉資金貸付事業）の推進 

⑴低所得世帯に対する本制度利用による自立更生の促進 

⑵県社協、市社協、民生委員、行政、関係機関との連携強調 

⑶担当民生委員との連携による状況把握 

⑷貸付状況  本年度 2件（福祉費 2件） 

⑸相談状況  相談者 48人    延べ件数 120件 

⑹長期滞納者の調査と償還督促 

    残高通知（2回） 5月、11月 ・ 文書督促（2回） 8月、2月 

 

９．社会福祉活動の推進 

●医療・介護・福祉ネットワークづくり事業 

市内の関係機関や専門職が各種制度を知り、要支援者の情報を共有することの重要性を理解し、お

互いの業務や専門職を知り協力関係を構築することで要支援者に対して迅速かつ適正な見守りや支

援が行える体制の整備を推進する。 

⑴室戸市ネットワーク会議の開催 

実施日 内容（各回グループワーク実施） 講    師 

R07.08.30 
『社会資源が少ない地域において、アルコール

依存症のある住民との関わりについて』 

埼玉県立精神医療センター  

副院長 成瀬 暢也 氏 

⑵関係機関団体の運営活動指導 

・市民生委員児童委員協議会・市老人クラブ連合会・共同募金会、日赤室戸市地区、 

身体障害者連盟会、福祉関係団体等の運営活動指導 

⑶高齢者福祉の推進 

・小・中学校福祉体験学習の実施指導 

  

１０．法人後見事業の推進 

法人後見とは、社会福祉法人や社団法人、NPOなどの法人が成年後見人、保佐人もしくは補助人（以

下、「成年後見人等」）になり、親族や専門職が個人で成年後見人等に就任した場合と同様に、判断能

力が不十分な人の保護・支援を行うことを言います。一般的に法人後見では、法人の職員が法人を代

理して成年後見制度に基づく後見事務を行いますので、担当している職員が何らかの理由でその事務

を行えなくなっても、担当者を変更することにより、後見事務を継続して行うことができるという利

点があります。本会が行う法人後見事業は、社会福祉法人室戸市社会福祉協議会が成年後見人等に就

任し、後見事務を行っていく事業です。成年後見人等に就任すると、ご本人に代わって契約などを行



 

 

ったり、ご本人が行った不利益な契約を取り消ししたりすることができるようになります。 

 

１１．デイサービス事業の推進 

⑴事業の適正運営とサービス内容の充実 

・通所者に対する日常生活の世話と機能訓練の実施 

・心身機能の向上による家族の負担軽減の促進 

・入浴、健康チェック、動作訓練、食事等のサービス内容の充実向上 

・ケース記録、ケース会議による注意事項の確認 

・生活向上の目標・計画立案作成の推進 

⑵介護保険法に基づいた職員数以上の職員を適正配置 

・人員配置の状況 

管理者        （生活相談員兼務）              1名 

生活相談員    （常勤職員）                    1名 

看護師        （常勤職員）                   1名 

介護職員      （常勤職員）                    5名 

〃        （非常勤職員）                  2名 

調理員    （非常勤職員）                2名 

送迎運転手    （シルバー人材センターへ委託）  2名 

⑶保健介護課、ケアマネジャー、在宅介護支援センターとの連携協調 

⑷研修会・関係会議への参加による資質の向上と情報の取得 

⑸ 実施状況 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計 

実開所日数 22 23 21 23 21 22 23 20 20 20 20 22 256日 

実通所者数 54 54 50 52 54 54 54 57 58 54 50 46 637人 

延通所者数 534 513 477 534 477 506 548 470 470 461 401 444 5,835人 

・利用者数は前年度に比べて延べ人数で 213 人の減少であり、稼働率は 71.87％から 69.34％へ

2.53％減少となっています。（定員 33名） 

 

１２．ボランティアの育成  

⑴ボランティアセンターの設立（平成 30年 3月 20日） 

子ども食堂支援（12回） 

 

１３．室戸市民生委員児童委員協議会との連携強化の推進 

⑴事務局体制、運営体制の充実 

・各会議の開催による活動の企画立案実施の推進 

総会(3回)､  理事会(3回)､  監査会(1回)､  会長会(12回)､  

各部会(高齢者支援部会 3回、子ども育成部会 4回、地域福祉部会 2回) 

各地区定例会  佐喜浜(6回)､室戸岬(6回)､室戸(6回)､吉良川(6回)､羽根(6回) 

・市民児協、各地区民児協の運営、部会活動の推進、会計事務 

・各種研修会による資質向上の推進 

⑵民生委員、主任児童委員活動との連携協調 

・高齢者の実態調査とデータの登録 

・福祉関係の情報交換と課題への取り組み 

・民児協活動事業への連携協力 

旧正月おせち弁当配付事業   令和 8年 2月 17日     室戸市内   975食 

累計受任件数 累計終了件数 現在の受任件数 類型（累計） 申立者（累計） 

14 9 5（後見 5） 後見（13件） 保佐（1件） 市長（13件） 



 

 

１４．共同募金・歳末助け合い募金運動と地域福祉の増進 

⑴ 募金運動期間 

・共同募金運動期間         令和 7年 10月 1日 ～ 12月 31日 

・歳末助け合い運動期間       令和 7年 12月 1日 ～ 12月 31日 

・テーマ募金            令和 7年 1月 1日 ～ 3月 31日 

⑵会議の開催と募金活動の推進 

・共同募金委員会会計監査会     令和 7年 4月 30日     やすらぎ 

・第 1回運営委員会         令和 7年 5月 14日       やすらぎ 

・第 2回運営委員会         令和 7年 9月 11日       やすらぎ 

・審査委員会            令和 7年 5月 14日      やすらぎ 

・募金運動市内街頭広報       令和 7年 10月 1日      市内全域 

・学校募金贈呈式（市内小中学校）  令和 7年 12月 2日～12月 24日 各学校 

・各地区常会への戸別募金活動の依頼  

吉良川地区常会長会      令和 7年 9月 22日  吉良川公民館 

佐喜浜地区常会長会      令和 7年 9月 25日  佐喜浜生活改善センター 

羽根地区常会長会      令和 7年 9月 25日  羽根公民館  

室戸岬地区常会長会        令和 7年 9月 30日  郵送にて依頼 

室戸地区常会長          令和 7年 9月 30日  郵送にて依頼 

・市民児協への大口募金活動の依頼 

室戸市民児協会長会        令和 7年 10月 9日    やすらぎ 

⑶配分金による地域福祉の増進 

・実績額（令和 7年度) 

戸別募金 1,639,700円   大口募金 668,551円 

学校募金    73,373円   その他   85,024円    合計 2,466,648円 

・配分額 

①令和 6年度募金による令和 7年度事業用配分金 

地域福祉配分 960,000円  福祉施設配分 100,949円 

福祉団体配分 720,000円              合計 1,780,949円 

②令和 6年度以前の事業用配分金の再配分 ※令和 4年度～6年度 

地域福祉配分   0円    福祉施設配分 50,000円 

福祉団体配分 256,975円               合計  306,975円 

・地域歳末たすけあい募金配分 

室戸市民生委員児童委員協議会  380,000円（旧正月おせち弁当配布事業） 

⑷社会福祉活動推進校助成事業の推進 

・市内小中学校を指定し、福祉教育・活動を推進 

・福祉体験学習（車椅子・アイマスク体験・高齢者疑似体験）の推進 

 7/12   防災企画展での出展 10名（高齢者疑似体験 室戸市世界ジオパークセンター） 

11/11 室戸中学校 19名（高齢者疑似体験） 

11/28 吉良川中学校 25名（車いす体験・ボッチャ） 

          

１５．生活支援体制整備事業 

日常生活圏域ごとに「生活支援コーディネーター」と「協議体」を配置して、地域住民の互助によ

る助け合い活動を推進することで、地域全体で高齢者の生活を支える体制づくりの推進。 

⑴第２層協議体 

地区ブロック会 

室戸岬地区（R8/1/16）、佐喜浜地区（R8/1/20）、羽根地区（R8/1/22）、 

吉良川地区（R8/1/26）、室戸地区（R8/1/28） 

地域ケア個別会議（第 2層協議体） 

室戸地区（R7/5/15）、吉良川地区（R7/7/17）、佐喜浜地区（R7/9/18） 

室戸岬地区（R7/11/20）、羽根地区（R8/1/15） 



 

 

⑵第１層協議体 

第１層協議体（R8/3/16） 

⑶ごみ拾い＆ウォーキング 

羽根地区（R7/11/19）、吉良川地区（R7/11/21）、室戸地区（R7/11/25）、 

室戸岬地区（R7/11/26）、佐喜浜地区（R7/11/27） 

 

１６．生活支援ボランティア活動事業（くらサポ） 

 市民の参加と協力により、65歳以上の者及び介護保険第 2号被保険者が困ったときに住み慣れた家

や地域で暮らし続けられるように、生活支援サービスを有料で行い、住民相互の支え合い活動を促進

することを目的とする。 

 4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2 

月 

3 

月 

計 

新規利用会員 3 1 1 2 0 1 0 1 0 0 0 0 9 

延べ利用会員数 45 46 47 49 49 50 50 51 51 51 51 51 51 

新規協力会員 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 4 

延べ協力会員数 33 35 35 35 36 36 36 36 36 36 37 37 37 

活動件数 22 29 42 20 48 30 23 36 40 25 38 50 403 

※前年度同期と比べて活動件数で 113件減となっている。 

 

１７．中核機関 

成年後見制度利用促進法に基づいて、認知症、知的障害、精神障害等の判断能力が十分でない者の

権利を尊重し、援護するため、成年後見制度を円滑に利用できるよう必要な支援を行い、もってこれ

らの者が地域で安心して暮らせる社会の実現を図ることを目的とします。 

                           （単位：件数） 

実施月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 計 

後見人支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

相談 0 2 1 1 2 0 0 0 0 1 0 1 4 

（支援対応） 0 2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 6 

広報 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 

 

  



 

 

●室戸市地域包括支援センター  

 室戸市地域包括支援センターは、第 9期室戸市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の基本理念

である【健康長寿のまちづくり～地域共生社会の実現に向けて～】を踏まえ、高齢者等が住み慣れた

地域で安心して尊厳あるその人らしい生活を継続することができるよう、地域包括ケアシステムを充

実させるための取り組みをおこないました。 

 令和 7年度重点目標 

地域にはいわゆる「８０５０」や「ヤングケアラー」といった複数の支援対象者が存在しており、

多種多様な困りごとを解決するためには、高齢者福祉分野だけでなく各種関係機関と連携し適切な機

関・制度・サービスに繋ぎ支援する必要があります。室戸市地域包括支援センターでは、来所相談や

電話相談、戸別訪問等から高齢者やその家族の心身状況等の生活実態を把握することで隠れた問題や

ニーズ等を発見し、課題の早期発見、早期支援に努めました。 

また、高齢者の心身の状態の変化に応じて、介護保険サービスのみならず、地域の保健・医療・福

祉サービスやボランティア活動、支え合い等の多様な社会資源に結びつけることを目指し、切れ目の

ない支援を提供できるよう関係機関との連携を図りました。 

 

 

令和７年度事業報告 

１.介護予防ケアマネジメントの実施 

 介護予防事業及び予防給付に関する介護予防ケアマネジメントを一体的に実施し、要介護状態の 防

止、軽減を図った。 

（１）第１号介護予防支援事業利用実績 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

総件数 51 52 51 51 52 49 46 46 47 43 40 40 568

うち、新規 3 0 1 2 3 0 1 2 2 0 2 2 18
 

 

（２）法定研修・訓練の実施 

   研  修 訓  練 委 員 会 

感 染 症 
令和 7年 11月 7日 令和 8年 3月 10日 令和 7年 5月 14日 

  令和 7年 10月 14日 

虐待防止 令和 8年 3月 18日  令和 8年 1月 29日 

Ｂ Ｃ Ｐ 令和 7年 11月 7日 令和 7年 11月 7日 令和 8年 1月 29日 

ハラスメント 令和 7年 11月 12日   

 

２．総合相談支援事業   

地域に住む高齢者等に関する様々な相談を受け止め、適切な機関・制度・サービスに繋ぎ、継続的にフ

ォローした。高齢者に対する支援だけでは解決が困難なケースについては、他機関と協働して支援を行

った。 

 相談支援 

 相談・情報提供があったケースについては状況を確認し、内容によって介護保険をはじめとする制度

利用に繋ぎ、必要に応じて関係機関と連携し支援した。また、包括支援センター職員の専門性を活かし、

チームで課題解決・支援に取り組んだ。 

 

相談件数  ※実件数のうち、新規相談は 210件 

相談件数（実） 相談件数（延） 

2,160件 2,820件 

 



 

 

②相談事項および件数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

実 98 96 169 86 113 96 102 89 99 115 90 104 1,257

延 136 136 155 114 171 137 165 123 144 163 118 116 1,678

実 10 19 22 11 5 10 12 7 14 10 9 23 152

延 19 28 55 17 9 18 16 20 30 22 18 29 281

実 5 13 17 14 9 9 4 6 3 13 6 4 103

延 6 17 24 16 9 16 6 9 4 14 6 2 129

実 12 29 42 20 18 23 25 15 12 17 16 25 254

延 20 39 21 28 20 36 38 23 15 25 20 17 302

実 10 15 14 12 9 25 8 3 8 13 12 11 140

延 13 16 8 15 9 34 9 3 8 16 12 5 148

実 3 3 10 10 2 4 6 1 3 5 2 4 53

延 3 3 1 13 2 6 8 2 4 6 2 5 55

実 19 17 31 15 16 13 16 10 17 12 17 18 201

延 30 21 14 19 24 15 18 12 23 14 22 15 227

実 157 192 305 168 172 180 173 131 156 185 152 189 2,160

延 227 260 278 222 244 262 260 192 228 260 198 189 2,820

実態把握

認知症初期集中
支援チーム

その他

合計

相談事項

介護に
関すること

権利擁護
(虐待、困難事例

含)

多様な
サービス

医療・介護
連　携

 
 

３. 権利擁護事業 

（※令和６年８月に地域支援事業実施要綱が一部改正となり、名称変更された） 

高齢者虐待の防止や早期発見のため、高齢者虐待（疑いを含む）ケースをはじめとする個別ケースへ

の対応、消費者被害防止の啓発や成年後見制度活用の支援など、権利擁護のための事業を実施した。 

（１） 日常生活自立支援事業、成年後見制度等活用の促進と支援 

・当事者の状態によって「日常生活自立支援事業」や「成年後見制度」の活用に向けたアプロ－チを

行い、【地域包括支援センターだよりたんぽぽ】で、成年後見制度等をとおした権利擁護の啓発をおこ

なった。 

・成年後見制度の審判の申立てについて相談受理したケースは３件。３件とも、市長申し立てに繋が

った。 

（２）高齢者虐待事例への対応と高齢者虐待防止の啓発 

・高齢者虐待の相談・通報・届出件数 10件 （当事者実人数 8人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談経路 件数 事実確認の状況 件数 発生要因 件数
（※１）

虐待内容 件数
（※２）

本　人 1 訪問調査 9
介護疲れ・
介護ストレス

2 身体的虐待 5

別居の家族・親族 3
関係者からの
情報収集

1
虐待者の障害・

疾病
4 心理的虐待 6

介護支援専門員

（ケアマネジャー）
3 立入調査 0 経済的問題 2 経済的虐待 2

介護施設従事者 1 家族関係の悪さ 3 放棄・放任 1

市職員 1
被虐待者の
疾病・認知症

3 性的虐待 0

地域包括支援セン
ター職員

1
不適切なケア・

対応
2

　※1、※２は複数回答

被虐待高齢者の
性別

件数
被虐待者の
介護度

件数 虐待者の続柄 件数 対応内容
件数

　(※３）

女性 7 要支援１ 3 夫 2 経過観察(見守り) 6

男性 1 要介護１ 2 同居の息子 2
養護者に対する
助言・指導

4

要介護２ 2 同居の娘 3 ケアプランの見直し 1

要介護４ 1
同居人（血縁関係な

し、婚姻関係なし）
1

日常生活自立支
援事業に繋ぐ

1

未申請 2 養介護施設等従事者 2
被虐待者のみ市

外へ転出
1

※３は複数回答



 

 

（３）消費者被害等の防止と啓発 

詐欺や消費者被害に注意する呼び掛けや地域包括支援センターも相談窓口のひとつである

ことを、【地域包括支援センターだより たんぽぽ】で周知した。 

（４）支援困難事例の対応 

高齢者やその家族に重層的に課題が存在しているケースや、高齢者自身が支援を拒否してい

るケース等の困難事例を把握した場合には、包括支援センターの専門職が相互に連携し、セン

ター全体で対応を検討し必要な支援を行った。 

４．包括的・継続的ケアマネジメント支援事業  

（１）グループワーク等を通じた介護支援専門員のニーズ調査 

  ・室戸消防署との連携について（令和７年５月） 

  ・介護支援専門員が抱える高齢者のアルコール問題について（令和７年７月） 

（２）介護支援専門員の情報交換の場の設定、ネットワーク構築など 

  ・ケアマネひろばの開催；４回（参加者数 延７５人） 

  ・研修会や事例検討会等の開催：2回（参加者数 延 47人） 

   「口腔機能が及ぼす全身疾患への影響」（令和７年９月） 

   「ハラスメントの知識と対応について学ぶ」（令和７年１１月） 

  ※いずれも主任介護支援専門員の更新研修の受講要件を満たす法定外研修とした。 

（３）介護支援専門員に対する個別の相談窓口の設置、居宅（介護予防）・施設サービス計画の検討 

・個別相談実件数：52件 

・ケアプラン点検への参加：20ケース 

・サービス担当者会議の開催支援：９件 

（４）地域の介護支援専門員が抱える支援困難事例に対する具体的な支援方針の検討 

・ケース会議の開催：5件 

・同行訪問：8件 

 

５．地域ケア会議 

（１）地域ケア個別会議の開催 

  ・開催回数：11回（検討ケース：11件） 

（２）地域ケア推進会議の開催 

 ・開催回数：1回 

 

６．社会保障充実分 

（１）認知症施策の推進 

・認知症サポーター養成講座を開催 

 （対象：室戸市消防本部 17名、JA高知県安芸地区園芸部芸東支部 16名） 

・認知症初期集中支援チームとしての活動およびチーム会の開催 

・認知症カフェの開催（令和 7年 12月、令和 8年 3月 会場：室戸岬公民館） 

（２）在宅医療・介護連携の推進 
こ う ち け あ ら い ん

 ・【高知医療・介護情報連携システム（高知家＠ライン）】に参加し医療機関や事業所等との情報

共有を進め連携した 

（３）生活支援体制整備事業 

・生活支援コーディネーター等との地域課題検討会：9回 

・相談事例に繋がっていないケースの早期発見に努めること等を目指し、出張相談カフェを開催 

 （令和 7年 12月浮津八王子宮駐車場、令和 8年 3月羽根町東坂本地区避難タワー前） 

・傾聴ボランティアの育成を目指し、「相手の気持ちに寄りそった聞き方勉強会」開催（令和 8年

3月） 

 

７．指定介護予防支援事業「しゃきょう」の実施 

 （１） 介護予防支援事業利用実績 



 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

総件数 117 115 114 92 89 100 105 103 99 96 92 93 1,215

うち、新規 3 3 2 3 2 11 6 3 2 2 2 4 43  

（２）法定研修・訓練の実施 

   研修 訓練 委員会 

感染症 
令和 7年 11月 7日 令和 8年 3月 10日 令和 7年 5月 14日 

  令和 7年 10月 14日 

虐待防止 令和 8年 3月 18日  令和 8年 1月 29日 

BCP 令和 7年 11月 7日 令和 8年 11月 7日 令和 8年 1月 29日 

ハラスメント 令和 7年 11月 12日   

 


